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 古賀市都市計画課 土地利用政策係（電話０９２－９４２－１２６８） 



「古賀市美しいまちづくりプラン（景観基本計画）」（案）に対してパブリック･コメント手続を実施した結果について、古賀市パブリック･コメント手続実施要綱（平成２０年３月告示第２０号）

第１１条第１項の規定に基づき、次のとおり公表します。

古賀市美しいまちづくりプラン（景観基本計画）

平成２３年８月１日（月）

平成２３年８月１日（月）～平成２３年８月３０日（火）　（３０日間）

５名

１３件

下記のとおり

下記のとおり

■ 提出意見等を考慮した結果及びその理由

第１章 美しいまちづくりプラン（景観基本計画）とは

原　案 番号 パブリック・コメントの内容 反映の有無 理由等

１　目的と役割 P２

良好な景観は、地域の個性や特色をわかりやすく特徴づけるも
のであり、人々の地域に対する愛着やふるさと意識を育みま
す。また、魅力的な美しい景観は、人々に潤いと安らぎを与
え、居住環境の向上をもたらします。魅力的なまちの形成は人
を育み、ひいては地域の産業や経済活動に活力を与えることに
もつながります。

1

「美しい街並みは子供たちを育てる」観点について加筆検討さ
れたい。
（理由）
　人は、環境の動物である。悪い環境で育つとそれに染まって
しまう。ゴミが落ちていれば、そこにゴミを捨てるのに罪悪感
は薄まる。落書きも同様である。綺麗な環境は、心の教育に大
きな影響を与える。
　よって、景観が子供達の教育に与える効果は、大きな目的と
言えると思われるため。

良好な景観は、地域の個性や特色をわかりやすく特徴づけるも
のであり、人々の地域に対する愛着やふるさと意識を育みま
す。また、魅力的な美しい景観は、人々に潤いと安らぎを与
え、子ども達を育て、居住環境の向上をもたらすだけでなく、
地域の産業や経済活動に活力を与えることにもつながります。

ご意見を踏まえ、左記のとおり記述を追加
するとともに文章の一部を修正しました。

第3章 景観まちづくり構想

原　案 番号 パブリック・コメントの内容 反映の有無 理由等

１　基本理念 P１８
「都市美」：商業・業務施設の立地する市街地や沿道環境の連
なりの美観

2
「美観」という表現はふさわしくない、「景観」が妥当ではな
いか。

原案のとおり
「美観」とは、美しい景観のことであり、都市
美の説明する文言としては妥当と考えま
す。

３　部門別景観
形成の方針（緑
地景観）

P２２

【施策の方向】◆眺望景観の得られる景観資源の活用を図りま
す
古賀市には、鹿部山公園・興山園など、素晴らしい眺望拠点が
存在していることから、これらの緑地景観の活用を図ります。

3
活用だけでなく保全も大切である。保全とともに活用すると修
正されたい。

【施策の方向】◆眺望景観の得られる景観資源の活用・保全を
図ります
古賀市には、鹿部山公園・興山園など、素晴らしい眺望拠点が
存在していることから、これらの緑地景観の活用・保全を図り
ます。

ご意見を踏まえ、左記のとおり記述を追加
しました。

３　部門別景観
形成の方針（里
山・田園景観）

P２７ 【課題】○里山・田園環境の減尐と土地利用の混在 4
施策が示されていない。例えば、土地利用の規制を行うなどに
より、開発を抑制するなどの施策は盛り込めないか。

原案のとおり

推進方策として、ｐ４１（３）景観ま
ちづくりのルールづくり④環境保全に
関する制度づくりにおいて、「森林緑
地環境保全条例の活用を検討する」と
記述しております。

３　部門別景観
形成の方針（都
市的景観）

P３１
～

5

緑化以外の発想はないのか。施策の方向の中身やイメージ図に
提案されていることは、ほぼ緑化のことである。Ｐ１９　「私
たちは、手入れが続けられる持続可能な景観まちづくりを進め
ます」とあるが、緑化は大変「手入れ」のいることである。市
民の中には「手入れ」が得意な方と、そうで無い方がいる。継
続可能なシステムとのセットでないと、市民が心からの行動は
起こしづらいと思われる。
　人工的なものだと景観が乱れるという先入観は持たず、イ
メージ統一にはまだ色々な方法があるはずである。巾のある発
想で計画を検討していただきたい。
　ＪＲ古賀駅周辺のイメージ図には、プランターによる植栽が
数多く並んでいるが、このイメージ図を見て台風の時が危険で
はないかと思った。また、とめてある自転車と重なり、歩道が
狭くなるのではないか。 もし、プランターで駐輪を排除する方
法を取るならば、美しく利用しやすい駐輪スペースを考えてみ
るべきだ。
　また、この通りの大型車用の標識は、ずいぶん背の高い。近
づくと歩行者や乗用車から見えにくいこの標識は、せっかく電
柱を地中に埋めているにもかかわらず、この道幅ではかなり不
快な存在である。

原案のとおり

都市的景観に関する基本的な方向性は、
プラン案で示しているとおり、緑化だけに
限ったものではないと考えます。プラン案
ではイメージ図として掲載しており、実際の
整備図を示したものではありません。

３　部門別景観
形成の方針（都
市的景観）

P３３ 【施策の方向】◆良好な沿道景観の形成を進めます 6
歩行者の安全面だけではなく、自転車にも配慮するべきであ
る。よって、自転車道の整備についても取り組む姿勢を盛り込
むべきである。

原案のとおり
現在、古賀市においては自転車道の整備
計画はないことから、本プラン案には記述
しておりません。

３　部門別景観
形成の方針（都
市的景観）

P３４ 7

古賀駅西口の商店街の通りは花屋や魚店、喫茶店といった一昔
前の小売店が立ち並ぶ風情がある通りだが、閉まっているお店
が多く目につく。また、通りには多くの車が通行し、ゆっくり
散歩しも出来ない。景観作りの手法として、この通りを歩行者
天国にし、仕事帰りの人や買い物に行く人がちょっと一息つけ
るカフェテラス、小さな子供が車を気にせず遊ばしておけるミ
ニプレイスペースなどを作り、ベンチなどを置けば、子供から
お年寄りまでがゆったりできる町の交流場になると思う。もち
ろん花壇なども置けばより良くなると思う。

原案のとおり

本プラン案は景観施策の基本的な方向性
を示すものであることから、個別・具体的な
内容の記述は行っておりません。なお、ご
提案の内容はｐ３４に「個性と魅力あるＪＲ古
賀駅西口・東口の景観形成」として基本的
な方向性を示しているとおり、今後、市民・
事業者などと共働で具体的検討がなされ
るべきものと考えます。

３　部門別景観
形成の方針（都
市的景観）

P３４

【課題】◆個性と魅力あるJR 古賀駅西口・東口周辺の景観形
成に努めます
JR古賀駅西口・東口周辺は、「まちの顔」ともいうべき空間で
あることから、市民・事業者などの協力を得ながら、自然の豊
かさを暗示させる植栽やシンボル・サインづくり、古賀市のイ
メージをあらわす空間としての活用ができる広場づくりなど、
環境整備に取り組みます。

8

「まちの顔」ともいうべき空間を形成するには、市民（特に現
在の商店主達）との関わりも置き去りにすることはできない。
景観に興味を持たせ、協力しやすい状況作りも大切だと考え
る。

（商店街についての提案）
・外灯を整備。（歩行者に邪魔にはならず、省エネタイプの器
具に変更。現在存在しない店舗の発光看板有）
・小松屋旅館や、三階建て長屋など、古く珍しい建物の保存や
補修、統一的意匠へのリフォーム。
・看板のみではなく、イメージ統一の為の店構えや什器等のア
ドバイスや補助。
・観光協会等が企画経営する、高齢者にもできるような場所の
提供。
　*　ミニギャラリーや、ミニ物産館 。
・市民参加型の空間づくりを試みる。
　*　市民が買うシールやメダルを資金源とし、整備した箇所に
個人のメッセージを書き込んで埋め込む。（富山のライトレー
ルのプロジェクト）
　*　一枚１０００円で市民に黒塀を買ってもらい施工。（新潟
県村上市の黒塀プロジェクト）
・JR古賀駅西口のトイレをもっと美しく、話題になるような特
徴あるトイレにするのも一つの案です。

【課題】◆個性と魅力あるJR 古賀駅西口・東口周辺の景観形
成に努めます
JR古賀駅西口・東口周辺は、「まちの顔」ともいうべき空間で
あることから、市民・事業者などとの協力関係づくりを行い、
景観まちづくりの意義の浸透を図りながら、自然の豊かさを暗
示させる植栽やシンボル・サインづくり、古賀市のイメージを
あらわす空間としての活用ができる広場づくりなどの環境整備
に共働で取り組みます。

ご意見を踏まえ、左記のとおり記述を追加
するとともに文章の一部を修正しました。
なお、ご提案の内容はｐ３４に「個性と魅力
あるＪＲ古賀駅西口・東口の景観形成」とし
て基本的な方向性を示しているとおり、今
後、市民・事業者などと共働で具体的検討
がなされるべきものと考えます。

第４章 景観まちづくりの推進方策

原　案 番号 パブリック・コメントの内容 反映の有無 理由等

２　推進方策
（１）景観まち
づくりのきっか
けづくり

P３９

③景観まちづくり体験フィールド
古賀市では、河川や松原の清掃活動や里山の維持管理などが地
域住民や市民活動団体によって行われています。また、歴史・
文化的資源の保全・継承の取り組みも盛んです。
これらの景観まちづくりの実践の場を、体験型の景観教育
フィールドとしても開放することで、新たな景観まちづくりの
担い手づくりや人材育成の場としての展開を目指します。

9

セミナーや、教育プログラムも大切だが、体験的に参加できる
のが自然景観のみのような内容が残念である。身近に都市計画
等を体験できる教育を追加されたい。
他市のイベントで、子供たちが施設を建築する時の「構想」
「具体的利用法」「デザイニング」等に、参加できるワーク
ショップがあった。 工事途中を見学をしたり、オープンしてか
らの管理方法まで子供たちが考えることができ、パパママワー
クショップも計画されていた。他にも、外壁のデザインチーム
は景観に配慮すべきことも学べた。
このような体験は子供たちにとって、机の上で専門知識を与え
られるより、興味が湧き、施設にも愛着を感じるられるのでは
ないか。

③景観まちづくり体験フィールド
古賀市では、河川や松原の清掃活動や里山の維持管理などが地
域住民や市民活動団体によって行われています。また、歴史・
文化的資源の保全・継承の取り組みも盛んです。さらに、近年
は色彩やデザインなど景観に配慮した建築物も多く見られるよ
うになってきました。
これらの景観まちづくりの実践の場を、体験型の景観教育
フィールドとしても開放することで、新たな景観まちづくりの
担い手づくりや人材育成の場としての展開を目指します。

ご意見を踏まえ、左記のとおり記述を追加
しました。

目次

「古賀市美しいまちづくりプラン（景観基本計画）」（案）

（７）その他の修正点

（４）意見等提出者数

（５）提出意見等件数

（６）提出意見等を考慮した結果及びその理由

（３）パブリック・コメント手続の実施期間

目次

（１）政策等の題名

（２）政策等の案の公表日

目次

1



第４章 景観まちづくりの推進方策

原　案 番号 パブリック・コメントの内容 反映の有無 理由等

②景観ガイドライン（植栽や色彩など）の策定
古賀市が率先して景観形成を図るため、公共建築物の形態意匠
や色彩の基準、周囲のオープンスペースや道路の植栽などのガ
イドラインを定め、実践していきます。また、住宅や工場など
の環境についても、古賀市の風土を踏まえた樹種や植栽デザイ
ンなどを推奨する緑化ガイドラインを定めて、協力を呼びかけ
ていきます。

②景観ガイドライン（植栽や色彩など）の策定
古賀市が率先して景観形成を図るため、公共建築物の形態意匠
や色彩の基準、周囲のオープンスペースや道路の植栽などのガ
イドラインを定め、実践していきます。また、住宅や工場など
の環境についても、古賀市の風土を踏まえた樹種や植栽デザイ
ンなどを推奨するなど、古賀らしさを創出する緑化ガイドライ
ンを定めて、協力を呼びかけていきます。

④環境保全に関する制度づくり
古賀市の里山・田園環境の維持・保全を図るため、森林緑地環
境保全条例の活用や景観まちづくりに関する支援制度の導入を
検討するなど、実効性のあるルールや制度づくりを進めます。

④環境保全に関する制度づくり
古賀市の里山・田園環境の維持・保全を図るため、森林緑地環
境保全条例の活用や景観まちづくりに関する支援制度の導入を
検討するなど、古賀らしい環境づくりを進めるために、独自性
や実効性のあるルールや制度づくりを進めます。

２　推進方策
(3)景観まちづく
りのルールづく
り

P４１ 11

更に踏み込んだ市民参加型の街づくりに向けて「⑤市民（住
民）参画条例の制定」を追加されたい。

【内容】
　古賀市には、JRししぶ駅が開業し新たに団地が形成され、今
後の新市民の増加が期待されていることから長期において全て
の市民が街づくりに参画する仕組みづくりが求められていま
す。
【実施主体】
　古賀市市議会

（理由）
　議会と市長は、互いに市民を代表した政治機関であることか
ら二元代表制と言える。
　よって、議会は執行機関から提案された内容を審議決定する
だけでなく自ら提案者でなければならないと考えるため。

原案のとおり

本プラン案は景観施策の基本的な方向性
を示すものであることから、ご提案の行政
全般に関わる内容（市民参画条例の制定
など）について記述することはそぐわないと
考えます。

２　推進方策
(3)景観まちづく
りのルールづく
り

P４１ 12

「⑥街づくりの知識と経験豊かな特別公務員の採用」を追加さ
れたい。
 
【内容】
　古賀市は、行政改革、公務員改革に取り組んでおり、限られ
た人的資源の中で効率的効果的な景観街づくりを推進していく
プロデューサーとして、特別公務員の採用を検討します。
【実施主体】
　古賀市、古賀市市議会

（理由）
　景観や街づくりには、専門的知識が不可欠であり、また長期
的な取り組みが求められる。
　よって、数年毎に移動する市職員だけでの取り組みでは、外
注依存が高まり困難と考えるため。

原案のとおり

本プラン案は景観施策の基本的な方向性
を示すものであることから、ご提案の行政
全般に関わる内容（特別職公務員の採用
など）について記述することはそぐわないと
考えます。

その他
原　案 番号 パブリック・コメントの内容 反映の有無 理由等

13

旧西鉄宮地岳線跡（現在、閉鎖されている線路跡）は古賀の美
しい海沿線沿いに長く立地しておりとても気持ちの良い遊歩及
びサイクリング道になると思う。背の高い木を数十メートル毎
に植えれば、夏の暑い日にも影が出来マラソン大会なども催せ
るのではないか。

原案のとおり

本プラン案は景観施策の基本的な方向性
を示すものであることから、現在市におい
て有効活用を検討している旧西鉄宮地岳
線跡地については記述しておりません。

※なお、字句、誤記の訂正、わかりにくい表現等の適正化を適宜行いましたが、詳細については省略しています。

目次

２　推進方策
(3)景観まちづく
りのルールづく
り

P４１

目次

建築協定や、緑化協定がすでにある地域でも時間が経つと、協
定を守ることが苦痛になっている地域の人々もいる。何の為の
協定なのか、他の方法は無いのか、どのようなシステムを組め
ばよいのかをよく検討するべきである。景観法の目的や基本理
念をもう一度読み返し、古賀市民にとっての良好な景観を形成
し、生活の向上と、経済及び地域の活性化につながる、古賀ら
しいルールづくりをするべきである。

ご意見を踏まえ、左記のとおり記述を追加
しました。
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福岡県 古賀市 
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はじめに 
 

このたび古賀市では、「美しいまちづくりプラン（景

観基本計画）」を策定しました。 

  

このプランは、「まちづくりに関する市民アンケー

ト」「景観まちづくり市民会議」「景観まちづくりセミ

ナー」「景観基礎調査」「美しいまちづくりプラン策定

委員会」を経て策定したもので、古賀市の景観をより

よくするための基本的な指針となるものです。 

 

景観まちづくりは行政の取組みだけでできるもので

はありません。市民や事業者のみなさんと行政が協力

し合いながら取組むことが必要不可欠です。このプラ

ンの策定は、市民、事業者と古賀市が共働して取組む

景観施策の「はじめの１歩」となるものです。これを

きっかけとして、景観に関する議論を深めていただき、

みなさんの提案や取組みにより、古賀市の景観をより

よいものにして、地域の産業や経済活動に活力を与え

ることにもつなげていきたいと考えています。 

 

最後に、プランの策定にあたり、様々なご協力をい

ただきました市民のみなさんをはじめ、関係各位に対

しまして心から御礼申し上げます。 

 

 

平成２３年１０月 

古賀市長     
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第 1 章 美しいまちづくりプラン（景観基本計画）とは 

 

１．目的と役割 

 

 景観とは、地域ごとの歴史や地勢、文化や伝統、人々の暮らしや経済活動、技術の進歩や法制度な

ど、さまざまなものが背景となり、長い年月を経ながらつくられるものです。 

 良好な景観は、地域の個性や特色をわかりやすく特徴づけるものであり、人々の地域に対する愛着

やふるさと意識を育みます。また、魅力的な美しい景観は、人々に潤いと安らぎを与え、子ども達を

育て、居住環境の向上をもたらすだけでなく、地域の産業や経済活動に活力を与えることにもつなが

ります。 

 「美しいまちづくりプラン（景観基本計画）」は、市民、事業者、行政が共働して、古賀市の景観を

守り育て、創り活かしていくための基本指針を定めるものです。 

また、古賀市が今後「景観法」に基づく景観行政団体となり、景観計画など景観法の諸制度を活用

した景観まちづくりを進めていく上での基本的な方針を明らかにする役割を担います。 

 

 

２．策定の背景 

 

 古賀市は、海、平野、丘陵地、山林と連なる変化に富んだ地形を有した都市です。 

こうした自然条件を活かしながら、地域の人々の暮らしの積み重ねによって、松原や河川などの豊

かな自然環境と市街地環境が共存する良好な景観が生み出されてきました。 

しかし、福岡都市圏の拡大に伴う都市化の進展により、まちの姿も大きく変化しつつあります。少

子高齢化の進行は、さらに田園や里山の景観を一変させるかもしれません。 

こうした社会状況の変化を踏まえ、国においても、後世に良好な景観や緑を継承するために、景観

法などの仕組みが整えられてきました。 

古賀市においても、これまで守り育てられてきた風土や景観を大切にし、地域を愛する人々や子ど

もたちを育んでいくことは、大きな使命だと考えられます。将来、子どもたちや孫たちに誇れる郷土

を残していくためにも、古賀市の将来の景観まちづくりの基本的な方向性を示すことが必要になって

います。 
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３．景観基本計画の位置づけ 

 

（１）計画の位置づけ 

 本計画は、古賀市が定める「古賀市総合振興計画」及び「古賀市国土利用計画」、「古賀市都市計画

マスタープラン」の下位に位置づけます。また、「古賀市農業振興地域整備計画」や「古賀市環境基本

計画」などの各種関連計画との整合を図ります。 

 本計画を受けて、今後は、「景観まちづくりのきっかけづくり」、「景観まちづくりの場づくり」、「景

観まちづくりのルールづくり」を実践していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対象地域 

 市域全体を視野に入れた一体的・総合的な景観形成を図るため、本計画の対象地域は市域全体とし

ます。 

 

（３）目標年次 

 本計画の目標年次は、10 年後の平成 3３年（202１年）とします。なお、社会・経済情勢や地域

の状況の変化に柔軟に対応することや、上位計画との整合を図るため、必要に応じて見直しを行いま

す。 

 

 

 
・古賀市農業振興

地域整備計画 

・古賀市環境基

本計画 など 景観まちづくり 

のきっかけづくり
・普及啓発 

・体験教育 

・人材育成等 

整合を 

図る 

景観まちづくり

のルールづくり
・景観計画・条例

・都市計画 

・ガイドライン等

景観まちづくり

の場づくり 
・連携交流 

・連絡会議 

・広域連携等 

古賀市美しいまちづくりプラン 
（景観基本計画） 

古賀市総合振興計画 

古賀市都市計画マスタープラン 古賀市国土利用計画 

上位計画 

関連計画 

古賀市の良好な景観の形成の実現 
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（４）計画の構成 

 本計画の構成は、以下のとおりです。 

 

第 3 章  景観まちづくり構想 
景観まちづくりの現状を踏まえ、古賀市の景観まちづくりの基本理念・行動指針、部門別景観形成の方針を示し

ています。 

第 1 章  美しいまちづくりプラン（景観基本計画）とは 

美しいまちづくりプランの役割、計画策定の背景や目的、計画の位置づけなど全体の構成を示しています。 

策定の背景 目的と役割 計画の位置づけ 策定の経緯 

第 2 章  景観まちづくりの現状 

古賀市の景観の特性や景観まちづくりの現状を整理しています。 

景観の特性 

・古賀市の位置 

・土地利用の状況 

・景観の特徴 

景観まちづくりの基本理念・行動指針 

部門別景観形成の方針 

 ○緑地景観 ○水辺景観 ○歴史・文化

的景観 

○里山・田園

景観 
○都市的景観 

 

景観形成方針図 

第 4 章  景観まちづくりの推進方策 

古賀市の景観まちづくりの実現に向けての役割分担や推進方策、推進体制、推進スケジュールを示しています。 

役割分担 

・市民の役割 

・事業者の役割 

・行政の役割 

推進方策 

・景観まちづくりのきっかけづくり 

・景観まちづくりの場づくり 

・景観まちづくりのルールづくり 

推進体制 

景観まちづくり 

・景観資源 

・景観まちづくりの取り組み 

推進スケジュール 
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４．策定の経緯 

 本計画の策定においては、平成 19 年度に実施した「まちづくりに関する市民アンケート」や平成

21 年度に実施した「古賀市景観まちづくり市民会議」の活動報告書、「景観基礎調査」、「景観まちづ

くりセミナー」などが基礎となっています。 

 

（１）まちづくりに関する市民アンケート 

「まちづくりに関する市民アンケート」は、古賀市民 2,179 人に今後の古賀市のまちづくりについ

ての意向を尋ねたものです。保全したい景観としては、「白砂青松の海岸部の景観」や「市東部の西山

や犬鳴山系などの山々の自然景観」、「鹿部山公園などの市街地に残っている緑地景観」など、自然景

観や緑地景観への関心が高いことがわかりました。一方、改善した方がよい景観では、「大根川や青柳

川などの河川景観」、「緑がなくなっている山々の景観」などの自然景観や、「国道沿いの商業施設の看

板や屋外広告物の景観」、「幹線道路沿いの電柱や電線などの景観」に関心が高いことがわかりました。 
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（２）景観まちづくり市民会議 

「景観まちづくり市民会議」は、古賀市をもっと魅力的なまちにしたい、住みよいまちにしたい、交

流人口を増やして地域の活性化につなげたい、などの思いをもった公募市民 10 名が集まり、「景観」と

いう視点から古賀市を見つめ直し、今後のまちづくりの方向性について話し合いを重ねました。 

世代や経歴の異なる多様なメンバーによるフィールドワークや議論を通じて、さまざまな景観資源や

課題の発掘・整理を行うとともに、古賀市が目指すべき景観まちづくりの方向性について、市民の目線

から意見をまとめた「古賀市景観まちづくり市民会議活動報告書」を作成しました。 

 

（３）景観まちづくりセミナー 

古賀市の景観まちづくりの取り組みや景観まちづくり市民会議の活動などを広く市民に知って頂き、

景観まちづくりの重要性について考えてもらう「景観まちづくりセミナー」を開催しました。九州産

業大学の日髙先生に基調講演をしていただくとともに、古賀市景観まちづくり取り組み報告を行いま

した。景観賞、巨木、市民活動のパネル展示なども行い、99 名の参加がありました。 

 

（４）景観基礎調査 

本計画策定のための基礎資料として、既存文献、統計資料による景観の現状把握、ヒアリングによ

る市民活動団体や企業の景観まちづくりの取り組み状況や関心などの把握、景観への影響が大きい

「屋外広告物」と「大規模建築物の色彩」の調査を実施し、古賀市の景観の現状と課題の整理を行い

ました。 

 

（５）美しいまちづくりプラン策定委員会 

本計画策定のためのに、12 名の委員からなる美しいまちづくりプラン策定委員会を開催しました。

６回に及ぶ議論を行い、市長へ結果報告を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市景観まちづくり 

市民会議の様子（左） 

景観まちづくりセミナー 

の様子（右） 

 

美しいまちづくりプラン 

策定委員会の様子 
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第２章 景観まちづくりの現状  

 

１．古賀市の景観特性 

 

（１）位置 

 古賀市は、福岡県の北西部に位置し、

市域東西方向に約 11 ㎞、南北方向に

約７㎞、総面積 4,211ha で、福岡市

都心部まで約 15 ㎞の至近距離にあり、

南西部は新宮町、南部は久山町、東部

は宮若市、北東部は福津市と接してい

ます。 

 

 

 

 

 

（２）土地利用 

古賀市は市域面積 4,211ha のうち、3 分の 1 が森林であり、農用地を含めると市域のほぼ半分が

自然・田園地帯という、緑豊かな環境となっています。海岸部の松林は、玄海国定公園に指定されて

おり、山間部においても保安林などが指定されるなど自然環境の保全が図られています。市街地にお

いても、都市計画によって建物の高さや用途などのルールが定められており、田園地帯では農業を積

極的に行う農業振興地域や農用地の指定が行われています。 
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（３）景観の特徴 

 古賀市は、東は犬鳴山地・立花山地から樹園地などに利用されてきた丘陵を経て、水田や畑地に至

り、市街地を経由して松原の連なる玄界灘に至る多様な地形となっています。 

景観の構造をみると、緑の背景となる稜線軸が、ひだ状に形成されており、奥深い景観を生み出し

ています。玄界灘に注ぐ大根川水系と中川水系の 2 つの河川軸があり、市域内で完結していることか

ら、上流から下流にかけての連続した一連の景観が広がっています。 

景観の構造断面をみると、玄界灘の広がる西部から東部に向かい、海岸の松林を中心とした緑地景

観から住宅地・市街地・工業団地の広がる都市的景観、農地・集落がある里山・田園景観、山間部の

緑地景観と変化に富んだ特徴のある景観を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観の構造 

景観の構造断面 
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（参考資料） 

景観の美しさは、雄大な自然が創り出す「自然美」、計画的にデザインされた市街地環境の「都

市美」、農村や住宅地などの暮らしの営みが生み出す「生活美」の３つに大きく集約されます。 

古賀市においても、以下に示すように、それぞれに美しい景観が存在しています（海岸の松原な

ど人工的な自然環境も自然美に含めている）。 

「自然美」：犬鳴の山並みなどの自然景、海岸の松原、大根川水系などの都市近郊の風致 

「都市美」：商業・業務施設の立地する市街地や沿道環境の連なりの美観 

「生活美」：住宅地環境、田園環境と調和した集落環境などの日常の暮らしの生活景 

特に古賀市には、日常の暮らしがにじみ出た住宅地や田園地帯の集落の景観が広範囲に分布して

います。この身近な景観は、地域に蓄積された歴史や文化を内包した存在であり、また景観の地模

様、コミュニティを育む媒体でもあることから、古賀市の景観まちづくりを進めていく上で、重要

性が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：日髙圭一郎氏（九州産業大学工学部建築学科&景観研究センター）の「景観まちづくりセミナー」講演資料 

社団法人日本建築学会「生活景身近な景観価値の発見とまちづくり」学芸出版社を基に作成 

 

 

古賀市の景観の範囲 
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２．古賀市の景観まちづくり 

  

（１）景観資源 

 古賀市の「自然美」、「都市美」、「生活美」を形成する「景観資源」を、景観構造の特徴ごとに、「緑

地景観」「水辺景観」「里山・田園景観」「歴史・文化的景観」「都市的景観」の 5 つに分けて整理を行

っています。なお、景観資源は平成 21 年度に行われた「景観まちづくり市民会議」の成果に基づい

ています。 

 

古賀市の景観資源 
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（２）景観まちづくりに関わる取り組み 

古賀市では、以下の市民活動団体等によって、景観まちづくり活動が行われています。特に自然景

観を対象とした景観まちづくり活動に意欲的に取り組まれています。 

 

景観まちづくりに関わる市民団体及び活動 

 名称 活動概要 

団 

体 

古賀市緑のまちづくりの会 

 

○植樹育林活動・園芸福祉活動 

・「古賀市緑のまちづくりの会」は、古賀市にふさわしい「緑を

守り育てることで豊かで住みやすいまちづくり」を目的とし

た団体です。 

・平成 13 年度よりスタートした「古賀市 10 万本ふるさとの

森づくり」に実行委員会のメンバーとして参加しています。 

・市民の森の再生活動、どんぐりの森づくり、「はなちどり」を

拠点とした園芸福祉活動、野外の各種見学、観察会、公園等

の樹木名札取り付け、花いっぱい運動への参加、通信の発行

など幅広い活動を行っています。 

 

西っ子憩いの松原 ○松原の清掃活動 

・「西っ子憩いの松原」は、松林へのゴミの不法投棄や放火など

をきっかけに、松林の存続と再生、自然環境美化と治安を守

ろうと、雑木の伐採や下草と落葉の除去、散歩道の整備と子

どもの遊び場づくりなどを行っています。 

・松林清掃をきっかけに、青少年とボランティア活動の喜びを

共有しながら、地域住民のコミュニケーションの場づくりを

したいという思いから、古賀西小学校の児童が結成した松林

調査隊とも協力して、松と植物のマップづくりや松原の歴史

の研究などを行うなど、松林を学習の場として活用しながら

環境美化に取り組んでいます。 

 

松原ネット花見 ○松原の清掃活動及び子ども達の見回り活動 

・「松原ネット花見」の活動は、地域の宝である花見の松原を昔

のように復元し、海が見える日本一の松原にしたいという夢

が行動の原動力となっています。松原の保全清掃活動を行

い、松原を舞台とした季節ごとのイベントや松苗の植樹、松

原駅伝など多彩な活動を行っています。 

・花見小学校とのつながりも深く、児童の登下校見守り活動や

子どもチャレンジ教室、子ども囲碁教室などにも取り組んで

います。 

 

古賀市ほたるの会 ○水辺環境の維持・啓発 

・「古賀市ほたるの会」の活動は、古賀市で絶滅状態にあったゲ

ンジボタルの棲む環境を復活させたいという思いからはじま

りました。ホタルの幼虫の人工飼育や放流、ホタルの観察調

査などに取り組み、今では、清瀧や薬王寺にホタルが定着す

るまでになっています。 

・ホタルを守ることを通して、美しい自然環境を守り、それを

次世代につないでいこうと、小学校へのホタル飼育指導など

も行っています。 
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団 

体 

レインボーKOGA ○河川清掃活動 

・「レインボーKOGA」は、川沿いのゴミ投棄を何とかしよう

と、近所の人と 2 人でゴミ拾いを実施したことがきっかけに

ボランティア団体へと発展してきました。今では、活動人数

が 15 人に増え、2 ヶ月に 1 度、第 4 土曜日に、大根川の下

流域を中心に河川清掃を実施しています。また、他のボラン

ティア団体と共同で草刈りを行ったり、植樹などのイベント

にも参加しています。 

・「里川を愛する会」、「ほたるの会」など他のボランティア団体

や、「花鶴校区コミュニティ」や「ハウス食品」などの地域や

企業と一緒になった河川清掃も実施しています。 

里川を愛する会 

 

 

○河川清掃活動、水辺の勉強会 

・「里川を愛する会」の活動は、大根川をかつての里川に甦らせ

たいという思いから始まりました。 

・子どもも大人も誰もが安らぎを求められる水辺環境をつくろ

うと里川のゴミ拾いや樹木伐採などの清掃活動を行ったり、

水辺の生態などを学ぶ勉強会などを行っています。 

 

 

古賀市史跡案内ボランティア ○郷土の伝統文化継承 

・古賀市史跡案内ボランティアの活動は、歴史好きな人々が集

まり、市内の神社仏閣やお地蔵さんの魅力の再発見からスタ

ートしました。希望者に古賀市内の神社仏閣や史跡等を案内

し、郷土の伝統文化を守り、育んできた先人に思いをはせ、

併せて市民の健康づくり、生きがいづくりに貢献することを

目的としています。 

・平成２３年３月、市内の顕彰碑・記念碑を調査した結果を発

足１０周年記念誌として発行し、市内の小・中学校に寄贈し

ました。また、「えんがわくらぶ」や「いきいきセンターゆ

い」で定期的な歴史講座も実施しています。 

NPO 法人アートもん ○アートによるまちづくり 

・「アートもん」は、アートを通じて、古賀のまちに活気を呼び

戻そうと、アートや手作りに係わる創作活動をしている人た

ちが結成した集まりです。 

・地球温暖化問題の啓発を目的に、中央公民館・図書館前広場

に 1500 個のキャンドルを設置する「100 万人のキャンド

ルナイト in 古賀」を開催するなどの活動を行っています。

平成 20 年には、NPO 法人格を取得するなど活動の幅を広

げながら、エコロジーライフやアートな街づくりを提案して

います。 

古賀美観（みかん）の会 ○環境と景観のプラットホームづくり 

・景観まちづくり市民会議のメンバー有志が集まって結成した

会です。 

・市民や企業、各種団体の方々とともに、これからの古賀市の

環境と景観について共に語り合い、実行するためのプラット

ホームを目指しています。 

・環境や景観に関するさまざまな専門家を招いて、フィールド

ワークやワークショップから古賀の景観まちづくりを考える

「ふるさと見分けシンポジウム」などを開催しています。 
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活 

動 

ラブアース・クリーンアップ ○海岸清掃活動 

・ラブアース・クリーンアップは「ローマクラブ福岡会議 in 九

州」の開催（平成 4 年 5 月）を契機に始められた活動で、同

会議のテーマである地球環境と地域行動の実践として、市

民、企業、行政が協力し海岸、河川、山並みの散乱ごみを回

収する地域環境美化活動を進めています。 

・古賀市では、古賀海岸で一斉清掃を行っており、平成 21 年

度は子どもたちや家族そして行政区、団体などから 358 人

の参加がありました。 

竹林オーナー制度 ○里山の維持管理活動 

・谷山地区において、放置され荒廃した竹林の整備を行い、荒

廃した里山の整備について啓発を行おうと、古賀市森林組合

が中心となって、竹林の手入れやタケノコの収穫体験の行う

「竹林オーナー」制度を行っています。 

 

古賀市アダプトプログラム ○道路美化清掃 

・公共空間である道路のきめ細やかな環境美化を行おうと、ご

みのない美しい街並みを目指して、地域に貢献したいという

気持ちを原動力とする企業・事業所等とのパートナーシップ

による「古賀市アダプトプログラム」を実施しています。 

 

 

環境美化行動の日 ○公共の場の清掃活動 

・昭和 60 年 6 月 9 日に古賀海岸一帯の清掃活動を実施した

「環境美化行動の日」をきっかけとして『古賀市環境美化行

動の日』が設定されました。 

・古賀市内全域で市民による清掃活動が行われています。 

花いっぱい運動 ○花壇の維持管理 

・花いっぱい運動は、平成２年、福岡県で国民体育大会（とび

うめ国体）の開催された年に、古賀市では馬術競技が開催さ

れ、これを契機として始まったものです。 

・花につつまれた潤いあるまちづくりを目指して、現在、市内

の行政区、学校など約 30 団体を中心に毎年取り組まれてい

ます。この運動により市内の各公民館、学校の周辺など身近

なところで草花や花木が育てられ、市民相互のコミュニティ

活動が芽生えています。 

 

 道路・環境美化 ○道路や公園の清掃活動 

・「道路・環境美化」の活動は、行政区ごとに毎年春は５月中旬

から６月中旬、秋は１０月中旬から１１月中旬にかけて行っ

ています。市民と行政が協力し、市道や公園の草刈り等の清

掃活動が行われています。 
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古賀市では、年間を通してたくさんのまつりやイベントが開催されています。これらの営みは、地域

の歴史や文化、伝統などを次の世代に伝える貴重な場であると同時に、古賀市の個性や季節感を伝え

る貴重な景観資源ともなっています。 

 

古賀市の主な祭り・イベント 

＜放生会＞ 

放生会の目的は、海の幸、山の幸、五穀豊穣に感謝し、さらに商売繁盛

や交通安全を祈願するものです。しかし、その方法はさまざまで、それが

各地の放生会の個性となっています。 

毎年、9 月 18 日は須賀神社で筵内放生会、9 月 28、29 日は古賀神社

で古賀放生会、10 月 4、5 日は五所八幡宮で青柳放生会が行われます。 

 

＜夏越祭り（輪越し祭り）＞ 

毎年 7 月 31 日に五所八幡宮で開催される「夏越祭り（なごしまつり）」

は、400 年あまり続く伝統的なまつりです。茅（ちがや）で作った大きな

輪をくぐる「輪越し」が行われ、輪をくぐることで無病息災を祈ります。

境内には綿菓子やカキ氷、射的などの夜店が並び、お祭り気分を盛り上げ

ます。  

 

 

＜盆綱引き＞ 

盆綱引きは古くから伝わる伝統行事で、谷山の集落内の道路を舞台に、

海側山側に分かれて大綱を引き合います。長さ 50～60ｍ、太さは 10cm

以上ある綱を使い、前後だけでなく道路際の壁ぎりぎりまで左右に揺さぶ

り合うめずらしい綱引きです。海側は若手消防団員たち、山側は子ども会

のちびっ子たちで、子どもたちは綱を引くことで怪我なく無事に過ごせる

とされています。毎年 8 月 15 日ごろに開催されます。 

 

＜古賀市 10 万本ふるさとの森づくり＞ 

 古賀グリーンパーク内に、シイ、カシ、タブノキなど、この地域にもと

もとあった樹種を植林して、未来に残すふるさとの森をつくっています。

運営を行っているのは、古賀市緑のまちづくりの会、福岡グリーンヘルパ

ーの会、九州電力株式会社、古賀市で構成される「古賀市 10 万本ふるさ

と森づくり実行委員会」です。平成 2３年 3 月に植木を植える「植樹祭」

が終了し、今後は 5 月・9 月に植木の回りに生えてきた草を刈る「育林行

動」が行われます。※延べ参加者数 1,975 人（平成 22 年度） 

 

＜なの花まつり＞  

約 600 万本の満開のなの花が、7ha の会場を真っ黄色に埋めつくしま

す。会場では地元農産物やなの花アイスなどの販売なども行われ、多くの

人が詰めかけます。この日に合わせて行われる、JR 古賀駅ウォーキングイ

ベントも人気です。毎年 3 月に筵内なの花の道で開催されます。 

※入場者数 4,000 人（平成 21 年度） 

 

＜プロムナードコンサート＞ 

星空の下、本格的な音楽を気軽に聞くことができるこのコンサートは、

古賀の秋の風物詩としてすっかり定着しました。市中央公民館前広場で行

われ、広場いっぱいに響き渡る美しいハーモニーに酔いしれることができ

ます。毎年 9 月下旬に開催されます。※入場者数約 600 人（平成 22 年

度） 

 

 

※平成 21 年度「景観まちづくり市民会議」の成果に基づき、景観と関わりの深いものを掲載
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また、古賀市には、数多くの巨木が存在しており、古賀中学校と古賀東中学校の生徒達によって、

未来に残したい巨木が 20 本選ばれています。 

 

 
① 

樹種：クス（楠） 

樹齢：約 1,000 年 

所在地：古賀市青柳 

 （五所八幡宮） 

太さ：約 10m 

高さ：約 40m 

枝の広がり：約 32m 

 

 
⑥ 

樹種：イチョウ 

樹齢：約 300 年 

所在地：古賀市鹿部 

 （皇石神社） 

太さ：約 3m 

高さ：約 20m 

枝の広がり：約 30m 

 

 
② 

樹種：クス（楠） 

樹齢：約 800 年 

所在地：古賀市谷山 

（八幡宮） 

太さ：約 7.8m 

高さ：約 30m 

枝の広がり：約 25m 

 

 
⑦ 

樹種：フジ 

樹齢：約 60 年 

所在地：古賀市川原 

 （松尾さん宅） 

太さ：約 1.62m 

高さ：約 2.5m 

枝の広がり：約 12m 

 

 
③ 

樹種：クロマツ林 

樹齢：約 300 年 

所在地：古賀市天神 

 （古賀西小学校西側） 

太さ：約 12.5m 

高さ：約 15m 

枝の広がり：約 9.2m 

 

 
⑧ 

樹種：クロガネモチ 

樹齢：約 80 年 

所在地：古賀市久保 

 （古賀中学校） 

太さ：約 1.44m 

高さ：約 15m 

枝の広がり：約 7m 

 

 
④ 

樹種：イチョウ 

樹齢：約 200 年 

所在地：古賀市筵内 

 （谿
けい

雲
うん

寺） 

太さ：約 3.13m 

高さ：約 30m 

枝の広がり：約 32m 

 

 
⑨ 

樹種：イチイカシ 

樹齢：約 1,100 年 

所在地：古賀市小山田 

 （小山田斎宮） 

太さ：約 4.1m 

高さ：約 17m 

枝の広がり：約 17m 

 

 
⑤ 

樹種：クス（楠） 

樹齢：約 400 年 

所在地：古賀市筵内 

 （須賀神社） 

太さ：約 4.18m 

高さ：約 18m 

枝の広がり：約 20m 

 

 
⑩ 

樹種：クス（楠） 

樹齢：約 100 年 

所在地：古賀市駅東 

 （ニビシ醤油前） 

太さ：約 2.93m 

高さ：約 16m 

枝の広がり：約 15m 
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⑪ 

樹種：ケヤキ 

樹齢：約 800 年 

所在地：古賀市谷山 

 （八幡宮） 

太さ：約 3.84m 

高さ：約 21m 

 

 

 
⑯ 

樹種：クロガネモチ 

樹齢：約 400 年 

所在地：古賀市鹿部 

 （皇石神社） 

太さ：約 3.54m 

高さ：約 13m 

 

 
⑫ 

樹種：クスノキ 

樹齢：約 800 年 

所在地：古賀市薦野 

 （天降
あまふり

神社） 

太さ：約 7.7m 

高さ：約 21m 

 

 

 
⑰ 

樹種：カヤ 

樹齢：約 150 年 

所在地：古賀市筵内 

 （安武さん宅） 

太さ：約 2.85m 

高さ：約 11m 

 

 
⑬ 

樹種：イスノキ 

樹齢：約 300 年 

所在地：古賀市薦野 

 （清
せい

瀧寺
りゅうじ

） 

太さ：約 3.48m 

高さ：約 18m 

 

 

 
⑱ 

樹種：カイヅカイブキ 

樹齢：約 150 年 

所在地：古賀市米多比 

 （小野小学校） 

太さ：約 2.56m 

高さ：約 10m 

 

 
⑭ 

樹種：ヒメユズリハ 

樹齢：約 200 年 

所在地：古賀市青柳 

 （五所八幡宮） 

太さ：約 2.6m 

高さ：約 15m 

 

 
⑲ 

樹種：サクラ 

樹齢：約 100 年 

所在地：古賀市筵内 

 （医王寺駐車場） 

太さ：約 2.5m 

高さ：約 9m 

 

 
⑮ 

樹種：イチョウ 

樹齢：約 900 年 

所在地：古賀市谷山 

 （愛鷹神社） 

太さ：約 3.42m 

高さ：約 16m 

 

 
⑳ 

樹種：クスノキ 

樹齢：約 200 年 

所在地：古賀市川原 

 （森さん宅） 

太さ：約 2.79m 

高さ：約 15m 
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第３章 景観まちづくり構想 

 

古賀市の景観まちづくりの現状や関連計画等を踏まえ、景観まちづくりの基本理念と行動指針、部

門別景観形成の方針を定めています。 

 

１．基本理念 

古賀市では、景観まちづくりの基本理念を以下のように定めます。 

 

 

 

 

第 2 章で整理したように、古賀市の景観の魅力は、以下の３つに大きく集約されます。 

「自然美」：犬鳴の山並みなどの自然景、海岸の松原、大根川水系などの都市近郊の風致 

「都市美」：商業・業務施設の立地する市街地や沿道環境の連なりの美観 

「生活美」：住宅地環境、田園環境と調和した集落環境などの日常の暮らしの生活景 

景観形成のためには、「自然美」「都市美」「生活美」のすべてが重要であることから、これら３

要素が調和し、地域に愛着を持ち誇りうる景観まちづくりを基本理念として定めています。 

 

 

地域に愛着を持ち誇りうる景観まちづくり 
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２．行動指針 

 

「自然美」「都市美」「生活美」が調和し、地域に愛着を持ち誇りうる景観まちづくりを実現する

ためには、古賀市に集い、暮らし、働く私たちが、積極的に関わり、行動していくことが必要です。 

まちづくりの主役である私たちが、地域に誇りを持ち、豊かな自然、田園、住環境、都市環境を守

り育て、新たな魅力づくりを進めるために、自ら考え、行動していくための指針を以下に整理します。 

 

●私 たちは、「自 助 」「共 助 」「公 助 」による共 働 の景 観 まちづくりを進 めます 

私たちは、市民、事業者、行政などのそれぞれの役割を認識し、「自助」「共助」「公助」による共働

の景観まちづくりに取り組み、自然と文化を大切にした子孫が誇れる都市づくりを進めます。 

 

●私 たちは、できることから始 める景 観 まちづくりを進 めます 

景観まちづくりを実現するためには、一人ひとりが景観への理解を深め、自分のできることから景

観まちづくりに取り組み、その活動を積み重ねていくことが重要です。私たちは、景観まちづくりの

意義や取り組みをより多くの方々に知ってもらい、取り組みの輪を広げるためにも、日常生活でよく

目にする身近な景観づくりなど、できることから始める景観まちづくりを進めます。 

 

●私 たちは、手 入 れが続 けられる持 続 可 能 な景 観 まちづくりを進 めます 

 古賀市の景観の魅力を守り続けるためには、私たちが市民、事業者、行政などのそれぞれの立場か

ら、美しい景観を維持するための「手入れ」を続けていくことが重要です。景観まちづくりの参加者

が楽しみながら、お金に頼りすぎず、知恵を出しあって、効果を実感できる持続可能な取り組みを進

めます。 

 

●私 たちは、地 域 固 有 の資 源 を守 りながら、創 り育 てる景 観 まちづくりを進 めます 

私たちは、地域固有の自然や歴史・文化を認識し、尊重するとともに、日常生活との調和を図りな

がら、それらの資源を守り続けていきます。また、古賀市の景観の魅力や地域の活力を高めるため、

市街地の顔づくりや地域のイメージづくりなど、創り育てる景観まちづくりを進めます。 
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３．部門別景観形成の方針 

基本理念を踏まえ、より具体的な景観形成イメージの共有化を図るため、第 2 章で整理した「景観

資源」の「緑地景観」「水辺景観」「里山・田園景観」「歴史・文化的景観」「都市的景観」の 5 部門に

基づいて、景観形成の方針を整理しています。 

 

（１）緑地景観 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

犬鳴の山並みは、古賀市東部の広範囲に渡る面的な広がりを有しており、また、海岸部の松原は、

北部の福津市の境界から南部の新宮町にかけて線状に存在しています。市内には、尾東山、鹿部山公

園、岳越山公園、小野公園、興山園などの緑地・公園が数多くあり、特に鹿部山公園、興山園は市内

を見渡せる眺望拠点となっています。 

 

 

①海岸の松原 

 古賀市の海岸部には、玄海国定公園に指定された

防風保安林としての松林が広がっています。これら

の松林は保安林事業や市民活動団体等による清掃活

動によって美しい景観が維持されています。 

 

②興山園 

 興山園は、四季折々の花が楽しめる古賀市最大の

自然公園（個人所有）となっています。春には、数

千本の桜が山の斜面を彩ります。頂上からは古賀市

内を一望できます。

古賀市全域について 

特徴的景観 
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③西山 

 西山は、標高 645m の古賀市最高峰の山で、犬

鳴山系の主峰です。山頂からは、鞍手郡の一帯や福

岡市まで一望でき、多くの登山客が訪れるトレッキ

ングスポットとなっています。 

 

 

④岳越山 

 青柳地区にある岳越山は、登山道が整備されてお

り、頂上の展望台からは、古賀市内、新宮町、志賀

島などを見渡すことができます。また、山麓に植樹

された桜は、地域の人たちによる手入れがなされて

おり、春には美しい景観が広がります。 

 

 

 

⑤鹿部山公園 

 市街地の中にある自然が残された公園で、標高は

60m と低いものの、頂上の展望台からは古賀市内

や相島などが一望でき、市民の憩いの場として親し

まれています。 

 

 

 

⑥古賀グリーンパーク 

古賀グリーンパークは、古賀市内で最も大きな公

園です。自然の地形を活かし、緑を多く取り入れた

造りとなっており、市民の憩いの場になっています。

特に束ヶ浦池の周囲に植えられたあじさいは、水辺

空間と調和し、魅力的な景観となっています。 

 

 

⑦小野公園 

犬鳴山系の麓に位置する公園で、野球場やグラウ

ンドを持つ多目的スポーツ公園です。市のスポーツ

活動の拠点の一つとなっています。 
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○松林の環境の悪化 

古賀市の海岸の松林は、保安林事業や市民活動団体の活動もあって、良好な環境が維持されている

ものの、古賀市に隣接する地域においては、マツクイ虫などによる松枯れの被害が起きており、古賀

市においても影響が懸念されています。 

○竹林の拡大と森林の荒廃 

山間部や里山において、手入れが行き届かず、放置されている竹林が増加しています。竹林の里山

などへの拡大・侵入は、民家や道路などの生活環境、他の樹木の生育環境、森林の水源かん養機能な

どさまざまな環境への悪影響が危惧されています。 

○採石による森林の喪失 

古賀市東部においては、県知事の許可に基づく大規模な採石業が営まれています。これらの場所で

は、山腹の森林が失われている状態が目立っています。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

◆古賀海岸に広がる松林環境の維持・保全を続けます 

 海岸部の松林は、古賀市を特徴づける貴重な景観資源であり、保安林事業や市民活動団体によって

良好な環境が維持されていることから、今後も共働による適切な維持管理を続けていきます。 

 

◆犬鳴の山並みの森林の維持・保全の継続と再生に努めます 

犬鳴の山並みは、古賀市の背景となる重要な景観要素であり、水源かん養や生態系を育む多面的な

機能も果たしていることから、これらの緑地景観の維持・保全に努めます。採石場についても、県知

事の許可終了後は修景や生態系の復元が適切に行われるよう事業者や県に働きかけていきます。 

 

◆眺望景観の得られる景観資源の活用・保全を図ります 

古賀市には、鹿部山公園・興山園など、素晴らしい眺望拠点が存在していることから、これらの緑

地景観の活用・保全を図ります。 

緑豊かな犬鳴の山並みや海岸の松原などを守り育てる景観まちづくり

課 題 

方 針 

施策の方向 
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（２）水辺景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市には、玄界灘に広がる海岸や大根川水系、中川水系の 2 つの水系、上水道や農業用水の確保

のために整備された古賀ダムやため池など、数多くの水辺景観が存在しています。玄界灘に面する古

賀市西部には、白砂青松の海岸線が南北に渡って広がっています。河川は、水源から河口までが市内

で完結しており、上流から下流までの一連の風景が広がっています。また、市街地の貴重な緑空間で

ある千鳥ヶ池公園をはじめ、薬王寺水辺公園、花鶴が浜公園など水辺空間を活かした公園が整備され

ており、市民の憩いの場となっています。 

 

 

①古賀海岸 

 古賀市の海岸線は、玄界灘を一望できる美しい砂

浜です。中川河口には「潮騒橋」が整備されており、

花鶴ヶ浜から福津市にかけて海岸散策が楽しめる

「歩いてん道」コースとなっています。 

 

 

②清瀧清流と桜並木 

清滝地区では、地区内を流れる大根川沿いに桜並

木が連なる景観が存在しています。初夏にはホタル

が飛び交うほど、豊かな自然が残されています。 

 

古賀市全域について 

特徴的景観 
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③薬王寺水辺公園 

薬王寺水辺公園は、農業用溜池の河内池整備と合

わせて造られた公園で、河内池を一周できる遊歩道

があり、緑と水に親しみながらのんびりと散策でき

ます。 

 

 

 

④千鳥ヶ池公園 

千鳥ヶ池を中心に整備された公園で、元の地形や

生態系に配慮した水辺景観が広がっています。池を

一周する遊歩道からはツクシオオガヤツリ、ヒメガ

マなどの植物やカルガモなどの野鳥が観測できます。 

 

 

 

 

⑤花鶴が浜公園 

玄界灘に面した花鶴川河口には、花鶴が浜公園が

整備されており、市民の憩いの場として親しまれて

います。駐車場も整備されており、古賀海岸散策の

出発地点になっています。 

 

 

 

 

 

⑥古賀ダム 

 古賀ダムの周囲は、2.6km ほどあり、一帯を犬鳴

山系の山々に囲まれています。上流からは清らかな

山水が流れるなど、豊かな自然環境が残されていま

す。 
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○河川及び周辺環境の悪化 

大根川水系の一部では、河川内で雑草や雑木が繁茂しており、生態系への影響や変化が懸念されて

います。また、雑草や雑木が繁茂した手入れの行き届いていない河畔では、ゴミの不法投棄や違法広

告物の設置が行われるなど、環境の悪化が進んでいます。 

○河川周辺の親水空間の不足 

古賀市の河川流域には、清滝や薬王寺などにホタルの飛び交う清流や桜並木など、良好な河川環境

が維持されていますが、現状では、河川に近づけるところが少なく、親水空間が不足しています。 

 

 

 

 

 

  

◆河川周辺環境の維持・保全を続けます 

 古賀市を流れる河川は、上流から下流にかけて連続した風景が広がっており、山間部、農村部、都

市部を結ぶ貴重な空間となっています。また、市民活動団体の清掃活動などによって良好な環境が維

持されていることから、今後も共働による適切な維持管理を続けていきます。 

◆河川・水辺の親水空間の環境整備を進めます 

河川流域には、清滝や薬王寺の清流をはじめ、薬王寺水辺公園やため池などの数多くの水辺空間が

存在しています。これらの空間を市民の親しめる憩いの場として整備を行い、水と緑のネットワーク

によって有機的に結びつけることで、潤いのある環境づくりを進めます。 

◆モデル地区での環境整備を進めます 

河川流域には、花鶴川河口や古賀橋付近などの良好な視点場があることから、景観上の重要性の高

い場所においては、モデル地区指定を行い、市花のコスモスを活かした環境整備など、重点的に取り

組みを進めます。 

コスモスを活かした環境整備イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親しみの持てる水辺環境を創り育てる景観まちづくり 

課 題 

方 針 

施策の方向 
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（３）里山・田園景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 古賀市の中央部には、広大な田園地帯が広がっています。田園地帯の周囲に広がる里山の麓には、

古くからの農村集落や小山田斎宮、五所八幡宮などには鎮守の森が点在しており、のどかな里山・田

園景観を形成しています。また、市内には 9 つのウォーキングコース「歩いてん道」が整備されてお

り、四季の景色を楽しむことができます。 

 

 

①なの花の道 

田園地帯の筵内地区では、なの花の道が地域の

人々によって整備されており、春には、約 600 万

本の菜の花畑を楽しむことができます。毎年 3 月下

旬には、「なの花祭り」が開催され、多くの人でにぎ

わいます。 

 

②小山田斎宮社
しゃ

叢
そう

 

社叢には、スダジイ、イチイガシ、タブ、ネズミ

モチなどの巨木が群生した荘厳な環境が形成されて

います。特にイチイガシは、樹齢が千年を超えるも

のがあり、未来に残したい巨木にも選ばれています。 

古賀市全域について 

特徴的景観 
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○里山・田園環境の減少と土地利用の混在 

里山・田園の景観が広がる地域では、都市計画法による土地利用の規制などが及ばなかったことか

ら、住宅や工場などの開発が進んでおり、里山・田園環境の減少が生じています。また、住宅、工場、

資材置き場などの土地利用の混在が目立ちます。 

○里山・田園環境の荒廃 

農業の担い手の高齢化や後継者不足などにより、休耕地の増加が見られます。また、手入れが行き

届かず、放置された竹林の里山・田園への拡大・侵入は、農業環境にも影響を及ぼし、里山・田園景

観を失わせています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

◆田園環境の維持・保全に努めます 

古賀市東部の平坦地を中心に広がる農地の存在は、市街地から犬鳴山系の山並みへとつながる一連

の風景に奥行きを与え、古賀市の緑豊かな田園環境のイメージを形成する重要な役割を果たしていま

す。こうした多様な機能を合わせ持つ農地については、農業政策との連携を図りながら今後も維持・

保全に努めていきます。 

 

◆里山・田園環境と調和した環境形成を進めます 

田園地帯に立地する住宅地や施設等においても、農地との境界部の緑化を推進するなど、緑豊かな

周辺環境と調和した環境づくりを進めることで、犬鳴山系の山並みとの風景の連続性を保つ景観形成

を進めます。 

 

◆里山環境の維持・保全に努めます 

 古賀市の田園地帯には、犬鳴山系につながる丘陵地が分布しており、その麓には多くの寺社仏閣と

周囲に広がる鎮守の森などの里山環境が広がっています。これらの環境は、山並みと農村集落の一体

的な景観を生み出す重要な要素であるとともに、水源かん養などの多面的な機能も有していることか

ら、維持・保全に努めていきます。 

原風景となる里山・田園景観を守り受け継ぐ景観まちづくり 

課 題 

方 針 

施策の方向 
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（４）歴史・文化的景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市には、唐津街道の宿場町の面影が残る青柳宿や静かな山あいに佇む薬王寺温泉街、古賀駅前

の小松屋旅館など、歴史・文化的な景観が残されています。また、地域の生活や歴史・文化を伝える

古賀神社や五所八幡宮、小山田斎宮などの寺社仏閣や古賀市の指定文化財である天降
あまふり

神社の彫刻、色

姫の墓など、さまざまな歴史・文化資源が存在しています。 

 

 

①鹿部田渕遺跡（みあけ史跡公園） 

 鹿部田渕遺跡は、日本書紀に記載されている糟屋

屯倉（かすやのみやけ）の有力な候補となっていま

す。学術的な価値の高さから平成 21 年に福岡県史

跡となりました。その後、遺跡の活用のために公園

整備が行われ、平成 22 年 11 月にみあけ史跡公園

として開園しました。 

 

②五所八幡宮 

五所八幡宮は市内随一の大社で、800 年以上の歴

史があると言われています。境内にはクスノキ、カ

シなどの大樹も多く、特にムーミンに似た形のコブ

を持つクスの巨木は、多くの人々から親しまれてい

ます。 

古賀市全域について 

特徴的景観 
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③熊野神社 

熊野神社は、記年銘のあるものでは市の中でも最

も古い鳥居がある神社であり、鷺白山の森と一体に

なった明媚な景観を有しています。鷺白山の頂上か

らは、麓の田園風景を見渡すことができます。 

 

 

④天降神社と絵馬 

 薦野集落の鎮守の森となっている天降神社には、

市の指定文化財となっている飛天像や竜などの彫刻

のある神殿があり、拝殿には、江戸時代末期につく

られた絵馬などがかけられています。 

 

 

 

 

⑤青柳宿 

 青柳宿は、唐津街道の宿場町として栄えてきまし

た。現在は、大名が宿泊した｢御茶屋｣跡の隣に位置

する青柳しょうゆや西の構え口の石積みが残されて

おり、当時の面影を感じさせます。 

 

 

 

⑥小松屋旅館 

小松屋旅館は昭和 2 年の建築であり、唐破風（か

らはふ）の屋根を配した玄関や連子窓（れんじま

ど）など、当時の面影を残す貴重な建築物です。 

 

 

 



 

29 

  

○活用が不十分な歴史的資源 

古賀市には、青柳宿の青柳しょうゆや薦野の天降
あまふり

神社、古賀駅前の小松屋旅館などの歴史的資源が

あるものの、点在しており、面的なつながりがないため、地域資源として十分に活用しにくい状況で

す。 

○由緒ある歴史的資源の風化 

天降
あまふり

神社などには、江戸時代につくられた絵馬や彫刻などが数多く残されています。しかし、長年

風雨にさらされてきたことで、原形を推測できないほど損傷しているものも見られるため、資源の保

全が課題となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

  

◆歴史景観資源の維持・保全の継続と活用を図ります 

古賀市内には、数多くの歴史的資源が残されていることから、これらの資源を私たちの共有の財産

として維持・保全するためのルールや体制の整備に努めるとともに、資源のネットワーク化を図るな

ど、景観まちづくりでの活用を図ります。 

 

◆歴史的資源の発掘・魅力づくりを進めます 

古賀市には、色姫の墓や薦野氏関連史跡など歴史的資源が存在していますが、認知度も低い状況で

あることから、地域にまつわる伝説や物語なども含めた歴史的資源の再発見や魅力づくりを進めてい

きます。 

 

◆地域の伝統行事等を継承します 

 古賀市の歴史の中で育まれてきた祭りや行事などは、先人から受け継いできた暮らしの面影を残す

文化的な資源として、次の世代に継承していきます。 

地域固有の歴史文化を守り伝える景観まちづくり 

課 題 

方 針 

施策の方向 
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（５）都市的景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市は、国道 3 号と国道 495 号に囲まれた市街化区域を中心に都市的景観が広がっています。

JR 古賀駅周辺は商業施設や高層マンションが集積した市街地の景観となっています。舞の里地区や美

明地区には、低層の戸建て住宅が並ぶ閑静な住宅地の景観が形成されています。国道 3 号と国道 495

号沿いには、数多くの商業店舗の立地が進んだ沿道景観が形成されており、工業団地では、敷地の外

縁部を緑化するなど、独自の景観形成が行われています。 

 

 

①市街地景観 

（JR 古賀駅西口） 

 古賀市の玄関口である JR 古賀駅西口のエリアで

は、駅前のメインストリートの電線地中化や、道

路・歩道の整備が行われています。また、市民活動

団体によるロータリーの花壇整備などが行われてい

ます。 

 

（牟田栗原線） 

古賀市中心部にある牟田栗原線では、歩道のバリ

アフリー化や花いっぱい運動、アダプトプログラム

などの景観まちづくりが行われています。 

古賀市全域について 

特徴的景観 
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②住宅地景観 

（舞の里地区） 

古賀市の市街地の周辺部には、低層の戸建て住宅

が並ぶ閑静な住宅地景観が形成されています。特に

舞の里地区では、建物周囲の植栽などの緑化が行わ

れており、緑豊かな景観が形成されています。 

 

 

 

（美明地区） 

美明地区は、低層の戸建て住宅が並ぶ閑静な住宅

街であり、街並みに配慮した景観が形成されつつあ

ります。JR 鹿児島本線の新駅として「ししぶ駅」も

整備され、新たなまちづくりが進められています。 

 

 

 

 

 

③工業地の景観 

（JR 古賀駅近隣） 

JR 古賀駅の近くに立地する企業では、線路側の敷

地に通路と並行して桜の植栽が行われており、春に

は、きれいな桜並木の景観を楽しむことができます。 

 

 

 

 

（工業団地） 

工業団地では、敷地の外縁部を緑化するなど、独

自の景観形成が行われています。特に青柳地区にあ

る古賀市第四工業団地では、建築協定が結ばれてお

り、緑化や景観に配慮したまちづくりが進められて

います。 
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○周辺との調和を損ねる建築物の色彩や屋外広告物 

国道3号や国道495号などの幹線道路沿いには、建築物の壁面を看板化した商業店舗が点在してお

り、原色に近い色彩のものが、周辺環境との調和を損ねています。特に国道495号は、歩道帯が狭い

上に、歩道上にはみ出した電柱や屋外広告物なども見られることから、交通安全上の問題も生じてお

り、景観と交通安全の両面からの環境整備が課題となっています。 

○古賀市の「顔となる」JR 古賀駅西口・東口周辺の環境整備の必要性 

JR古賀駅西口周辺では、商店街の空き店舗の増加などによって、街のにぎわいが失われつつありま

す。また、東口周辺では、広大な企業用地が駅周辺を占めている状況です。JR古賀駅西口・東口周辺

は、古賀市の顔ともいうべき場所であることから、駅周辺の魅力の向上や活性化に寄与する取り組み

が求められています。 

○防犯、防災面でも課題を抱えるコンクリート塀 

古賀市内の住宅地では、道路の広さが十分に確保されていない地区が存在しています。これらの住

宅地では、高さのあるコンクリート塀が、通行者へ圧迫感を与えており、地震などの災害時での倒壊

の危険性や、見通しの悪さなどから防災と防犯の両面の課題を抱えています。 

○未利用地の開発と合わせた景観形成の必要性 

交通アクセスなどの利便性の高い地域の未利用地では、今後の開発を想定して秩序ある土地利用と

良好な景観形成を進めていく必要があります。 

○公共施設の景観形成の必要性 

市街地には大規模な公共施設が多く存在しており、壁面の色彩などが周辺環境から目立ちやすいな

ど、周辺環境と調和を損ねるケースが見られます。 

 

 

 

 

 

 

  

◆良好な沿道景観の形成を進めます 

主要な幹線道路においては、歩行者の安全面の機能を確保するとともに、周辺環境と調和した並木

や緑化によって、緑豊かな潤いのある環境づくりを進めます。また、沿道の違反広告物の対策など、

重点的に取り組みを進めます。 

都市の質と魅力を高める市街地景観まちづくり 

課 題 

方 針 

施策の方向 
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◆個性と魅力ある JR 古賀駅西口・東口周辺の景観形成に努めます 

JR古賀駅西口・東口周辺は、「まちの顔」ともいうべき空間であることから、市民・事業者などと

の協力関係づくりを行い、景観まちづくりの意義の浸透を図りながら、自然の豊かさを暗示させる植

栽やシンボル・サインづくり、古賀市のイメージをあらわす空間としての活用ができる広場づくりな

どの環境整備に共働で取り組みます。また、商店街の空店舗の有効活用を図るとともに、賑わいのあ

る景観を創出するために、統一的な店舗看板の設置、イベントの開催など、個性と魅力ある商店街づ

くりに努めます。 

 

◆工業団地や既存の工場の良好な景観形成を進めます 

工業団地や既存の工場においては、敷地境界の緑化など、地域の環境に配慮した取り組みが行われ

ていることから、今後もこれらの環境維持を目指します。また、今後大規模な開発が想定される地区

では、土地利用と合わせて周辺環境と調和した景観形成を進めていきます。 

 

JR 古賀駅西口周辺整備イメージ 

 

プランター 

による植栽緑化

ランドマークとなる 

シンボルツリー 

海を感じさせる

植栽 

見通し、座れる 

場所の確保 

広場空間の質を 

高める遮蔽植栽 

ステージ利用 

可能な花壇 
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◆公共施設の良好な景観形成を進めます 

公共施設において、オープンスペースや駐車場の緑化、壁面の塗装の色彩など、行政が景観に配慮

した取り組みを率先して行うことで、市民に対して景観まちづくりへの取り組み姿勢を PR していき

ます。 

◆牟田栗原線周辺の景観形成を進めます 

 牟田栗原線では、花いっぱい運動やアダプトプログラムなどの活動が行われています。今後は、駐

車場空間などを活用した緑化や道路環境と調和したオープンスペースのデザインなどを市民、事業者、

行政が共働し、さらなる良好な景観整備を進めていきます。 

 

 

牟田栗原線周辺整備イメージ 

駐車場スペ ース

を活用した緑化 

オープン 

スペースの活用

道路環境と施設の

調和したデザイン 

シンボルや 

サインの集約 

市民・事業者・行政の 

共働による植栽緑化 
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低層 

中高層 

低層

◆ゆとりある良好な住宅環境の整備に努めます 

 松林や田園地帯と隣接した低層住宅地では、都市計画により良好な住環境を維持しつつ、景観計画

によるきめ細かいルールづくりを検討するなど、良好な景観形成を進めていきます。また、住宅地内

の道路環境では、セットバックなどによって歩行者の安全を確保するとともに、生け垣や植栽などの

身近な緑化の取り組みを地域の実情に応じて支援することで、緑豊かな潤いのある住環境の形成に努

めます。 

 

住宅環境整備イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画による建築物の高さの現状 

 

生け垣に 

よる緑化 

植栽に 

よる緑化 

壁面緑化 
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４．景観形成方針図 

部門別景観形成の方針を踏まえ、景観形成方針図を整理しました。森林・里山の残る山間部と海岸・松原の広が

る地域は、「自然美の維持保全エリア」として保全を図ります。田園風景の広がる農村地帯は、「自然美と生活美の

調和形成エリア」として、市街地は「都市美と生活美の調和形成エリア」として景観形成を図ります。 

 また、重点的な景観形成を図るため、JR 古賀駅周辺景観形成エリアや牟田栗原線景観形成軸、沿道景観軸、河川

景観軸を設定しています。景観資源の存在する場所では、水辺環境整備モデル地区や歴史景観資源保全エリアを設

定し、良好な景観形成や維持・継承を図ります。 

 今後大規模な開発が想定される地区では、田園環境と調和した街並み形成エリアや土地利用と合わせた良好な景

観形成エリアを設定し、周辺環境と調和した景観形成を進めていきます。 
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第４章 景観まちづくりの推進方策 

  

 第３章で掲げた景観まちづくり構想を実現していくために、市民、事業者、行政などの立場別の役

割分担や具体的な事業を推進していくための方策について整理しています。 

 

１．役割分担 

 

「自然美」「都市美」「生活美」が調和し、地域に愛着を持ち誇りうる景観まちづくりを実現する

には、市民、事業者、行政が責任ある行動をとるとともに、協力関係を構築していくことが必要です。 

ここではそれぞれの立場での果たすべき役割について整理しています。 

 

■市民の役割 

身の回りの環境美化や家づくりの際の周辺景観への配慮など、身近でできることから始める景観ま

ちづくりを進めます。また、景観まちづくり活動やイベントなどへの積極的な協力、参加を目指しま

す。 

【具体的な行動例】 

家の回りでの緑化活動 

清掃活動などの環境美化への参加 

住宅の新築・増改築時の周辺景観への配慮 

景観まちづくりに関わる活動やイベントへの積極的な協力・参加 

 

■事業者の役割 

施設周辺の環境美化や施設の改装、改築の際の周辺景観への配慮などを行うとともに、景観まちづ

くり活動やイベントなどへの積極的な協力、参加を目指します。 

【具体的な行動例】 

施設周辺の環境緑化、きめ細やかな維持管理の推進 

施設の改装、改築の際の周辺景観への配慮 

景観まちづくりに関わる活動やイベントへの積極的な協力・参加 

 

■行政の役割 

景観まちづくりの意義などを市民や事業者に伝える啓発活動や普及活動を継続的に実施していくと

ともに、景観まちづくりに関わる人材の育成や教育プログラムの構築を進めます。また、景観まちづ

くり団体や活動の支援や連携の場づくりを行い、景観計画・都市計画などのまちづくりの制度の活用、

市民の自主的なルールづくりの支援などを行います。 

【具体的な行動例】 

景観まちづくりの普及や啓発活動の推進、情報の提供 

景観まちづくりに関わる人材の育成、教育プログラムの推進 

景観まちづくり団体や活動の支援、連携の場づくり 

法制度等を活用した景観まちづくりのルールづくり 
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２．推進方策 

 

 美しいまちづくりプランは、平成 3３年（202１年）を目標年次とし、市民、事業者、行政が共働

で古賀市の景観を守り育て、創り活かしていくための基本指針です。 

 これまで育まれてきた風土や景観をこれからも守り育て、子どもたちや孫たちに誇れる郷土を受け

継いでいくために、「景観まちづくりのきっかけづくり」、「景観まちづくりの場づくり」、「景観まちづ

くりのルールづくり」を実践していきます。 

 

（１）景観まちづくりのきっかけづくり 

 

①景観まちづくりセミナー     

【内容】 

景観まちづくりに関する市民意識を高めるため、「環境」「色彩」「植栽」「生態系」など、

景観まちづくりに関わりの深いテーマによるセミナーを定期的に開催します。セミナーでは、

景観まちづくりの専門知識を提供するだけでなく、古賀市での景観まちづくり活動の PR や新

たな景観大賞を設置するなど、積極的な啓発活動を行っていきます。長期的には景観まちづく

りに取り組む大学等との連携を深め、専門性の高い人材育成の場としての展開を目指します。 

【実施主体】 

 古賀市、市民活動団体 

 

②景観まちづくり教育プログラム     

【内容】 

   古賀市内の小学生高学年を対象にした景観まちづくり教育を環境教育の一環として実施し、

子どもの頃から、「景観」や「まちづくり」に関心を深め、郷土を大切にする心を育てます。 

   景観ウォッチングや松原・河川の清掃、休耕地を活用した取り組みへの参加、景観写真コン

テストなどを開催し、自然の美しさなど、普段見落としている地域の魅力の再発見を目指しま

す。また、市民や事業者の景観まちづくり教育への積極的な参加を促す支援制度についても検

討を進めていきます。 

【実施主体】 

市民、事業者、市民活動団体、古賀市、古賀市内の小学校・中学校 

 

③景観まちづくり体験フィールド     

【内容】 

古賀市では、河川や松原の清掃活動や里山の維持管理などが地域住民や市民活動団体によっ

て行われています。また、歴史・文化的資源の保全・継承の取り組みも盛んです。さらに、近

年は色彩やデザインなど景観に配慮した建築物も多く見られるようになってきました。 

これらの景観まちづくりの実践の場を、体験型の景観教育フィールドとしても開放すること

で、新たな景観まちづくりの担い手づくりや人材育成の場としての展開を目指します。 

【実施主体】 

 市民、事業者、市民活動団体、古賀市など多様な主体 
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（２）景観まちづくりの場づくり 

 

①市民活動団体の連携の場づくり     

【内容】 

古賀市内で景観まちづくりに関する活動を行う団体同士の連携を促進すると同時に、市民活

動支援センターなどを活用して事務手続きなどの支援を行います。 

市民活動団体のＰＲや市民・事業者との交流の場を設けるなど、市民活動の認知度向上を図

るとともに、協力者・協力団体の拡大に向けた支援を行います。また、大根川水系の上流から

下流まで一体的な景観まちづくりを考える連携会議の開催を目指すなど、分野別の市民団体ネ

ットワークの構築を支援します。 

【実施主体】 

市民、事業者、市民活動団体、古賀市 

 

②行政連絡会議の設置     

【内容】 

 農林業、公共施設整備、歴史・文化や教育など景観まちづくりとの関連のある事業や取り

組みにおいても、古賀市の目指す景観まちづくりの意義が十分に浸透するよう、関連部局が

組織の枠にとらわれず横断的に集まり、定期的に情報の共有化を図る行政連絡会議を設置し

ます。また、事業の実施前に景観への配慮についての状況を確認できる体制をつくります。 

【実施主体】 

古賀市、福岡県、国 

 

③景観協議会の設置     

【内容】 

  景観まちづくりを推進していくためのルールなどの基準づくりを担う景観協議会の設置を進

めます。さらに、必要に応じて地域の景観まちづくりの推進や発展を支援する地域ごとの景観

協議会や、広域での連携が必要な水辺、緑地、歴史・文化資源など分野別の景観協議会の設置

についても検討を行います。また、活発な景観まちづくり活動が続くよう、支援体制について

も検討を行います。 

【実施主体】 

 市民、事業者、市民活動団体、古賀市 

 

④周辺自治体との広域連携の場づくり     

【内容】 

古賀海岸沿いの松原の保全や松原沿いの低層住宅環境など、複数の市町にまたがって連続す

る景観を維持・保全するために、協力体制の構築や共通のルールづくりの可能性を検討しま

す。長期的には、国道 3 号や国道 495 号の沿道景観についても、屋外広告物の共通基準づく

りなどの検討を目指します。 

【実施主体】 

古賀市及び周辺自治体 
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（３）景観まちづくりのルールづくり 

 

①景観計画の策定     

【内容】 

景観行政団体へ移行し、古賀市全域を景観計画区域とした計画の策定を目指すとともに、

景観への影響が大きい大規模な建築物を対象とした高さや色彩などの基準づくりや未来に残

したい巨木の景観重要樹木の指定、歴史・文化的資源の景観重要建造物の指定などを検討し

ます。 

長期的には、住民の発意などにより、積極的に景観整備を進める地区を「景観重点地区」

として位置づけ、より詳細な基準づくりなどを進めることを目指します。 

【実施主体】 

古賀市 

 

②景観ガイドライン（植栽や色彩など）の策定     

【内容】 

古賀市が率先して景観形成を図るため、公共建築物の形態意匠や色彩の基準、周囲のオープ

ンスペースや道路の植栽などのガイドラインを定め、実践していきます。また、住宅や工場な

どの環境についても、古賀市の風土を踏まえた樹種や植栽デザインなどを推奨するなど、古賀

らしさを創出する緑化ガイドラインを定めて、協力を呼びかけていきます。 

【実施主体】 

古賀市 

 

③屋外広告物条例の制定     

【内容】 

住民からの発意など、屋外広告物に対する景観まちづくりの機運の高まりを受け、将来的に

は、福岡県から屋外広告物条例を古賀市に移管し、周辺自治体との整合性を図りながら、独自

の基準づくりを検討します。 

【実施主体】 

古賀市 

 

④環境保全に関する制度づくり     

【内容】 

古賀市の里山・田園環境の維持・保全を図るため、森林緑地環境保全条例の活用や景観まち

づくりに関する支援制度の導入を検討するなど、古賀らしい環境づくりを進めるために、独自

性や実効性のあるルールや制度づくりを進めます。  

【実施主体】 

古賀市 
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３．推進体制 

 

 古賀市の景観まちづくりを推進していくために、主体となる市民や事業者とそれを支える行政との

共働の体制づくりを進めていきます。 

市民活動団体の連携・交流・支援を行う『市民活動支援センター』、景観まちづくりを推進するため

の窓口・事務局機能やルールなどの基準づくりを担う『景観協議会』、景観まちづくりに関連する事業

の調整を図る『行政連絡会議』の３つの組織を有機的に機能させることで、古賀市の景観まちづくり

の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行政（市） 

 

古賀市の景観まちづくりの実現 

景観協議会の設置 

支援・助言 

提案・相談 

啓発・教育 

景観まちづくりの主体（市民・事業者など） 

 

市民 

ＮＰＯ 

事業者 

教育関係者

地区関係者 

外部 

大学 

専門家

国・県

協力要請 
支援・助言 

支援・助言 

景観担当 

窓口部局 

景観 

関連部局 

連携 

景観まちづくり

活動の実践 

行政連絡会議 

市民活動 

支援センター 

連携・交流・ 

支援 

連携 

連携 
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４．推進スケジュール 

 

古賀市では、本計画に位置づけられた推進方策を下記のようなスケジュールで、展開していきます。 

 

 

 事業内容 短期 中期 長期 

 ①景観まちづくりセミナー 
 

（景観大賞等の設置）

 

（専門的人材育成） 

 

 ②景観まちづくり教育プログラム 
 

（制度設計） 
  

 ③景観まちづくり体験フィールド 
 

（制度設計） 
  

 ①市民活動団体の連携の場づくり 
 

（場の構築） 

 

（連携事業の展開） 

 

 

 ②行政連絡会議の設置 
 

  

 ③景観協議会の設置 
 

（制度設計） 
 

 

 

 ④周辺自治体との広域連携の場づくり 
 

（事前協議） 

 

 
 

 ①景観計画の策定 
 

 

 

（制度設計） 

 

（普及・啓発） 

 
②景観ガイドラインの策定 

（植栽や色彩など） 

 

 

 

（制度設計） 

 

（普及・啓発） 

 ③屋外広告物条例の策定 
  

（制度設計） 

 

（普及・啓発） 

 ④環境保全に関する制度づくり 
 

 

 

（制度設計） 

 

（普及・啓発） 

 

（
３
）
景
観
ま
ち
づ
く
り 

ル
ー
ル
づ
く
り 

（地域別、分野別への展開） 

（
１
）
景
観
ま
ち
づ
く
り
の 

き
っ
か
け
づ
く
り 

（
２
）
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
場
づ
く
り 
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